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�����今月の主なページ 

 2 ともしびの里駅伝大会 
 4 魅力ある地域づくり 
 5 レッツちゃれん児2005 
 6 人権教育紙上講座 
 8 こんにちは社協です 
 10 四葉のスケッチ 
 12 村の石造物あれこれ 
 14 武石村の上半期財政状況 
 16 暮らしの便利帳 
 20 戸籍の窓 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,255人　世帯……1,455戸 

　10月23日、紅葉で色づいた山里と走るともしびの里駅伝

大会が行われました。当日は秋晴れとなりましたが、前日の雨

で浅間山山頂にうっすら雪が見えました。スポーツの秋も終

わり、本格的な冬がやってきます。 
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十
一
月
五
日
と
六
日
、
と
も
し
び

の
里
文
化
祭
と
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
し
び
の
里
文
化
祭
に
は
、
盆

栽
や
書
道
、
手
芸
、
絵
画
な
ど
、
村

内
の
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
毎
年

好
評
の
肉
う
ど
ん
や
農
産
物
、
水
産

物
の
直
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

◆
さ
つ
ま
い
も
掘
り

十
月
二
十
一
日
、
保
育
園
で
は
武

石
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
と
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
を
し
ま
し

た
。六

月
に
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
は
園

児
た
ち
の
顔
ほ
ど
に
大
き
く
育
ち
ま

し
た
。
途
中
で
折
れ
な
い
よ
う
に
小

さ
な
手
で
一
生
懸
命
掘
り
ま
し
た
。

収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
、
保
育
園

で
や
き
い
も
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

◆
十
日
夜

十
一
月
二
日
、
保
育
園
で
十
日
夜

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
日
夜
で
使
う
わ
ら
で
っ
ぽ
う
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
ミ
ョ
ウ
ガ
の
茎

を
入
れ
る
と
音
が
良
い
ん
だ
よ
。」
な

ど
と
話
し
な
が
ら
、
園
児
た
ち
も
一

緒
に
手
伝
い
ま
し
た
。ま
た
、老
人
ク

ラ
ブ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
お
手
玉

を
習
い
ま
し
た
。「
昔
は
、こ
ん
な
風
に

や
っ
て
よ
く
遊
ん
だ
も
ん
だ
。」
な
ど

と
上
手
に
手
の
ひ
ら
で
遊
ぶ
姿
に
園

児
た
ち
は
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
最
近
は
あ
ま
り
見
な
く

な
っ
た
杵
と
臼
で
の
も
ち
つ
き
。
園

児
た
ち
は
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
ヨ
イ
シ

ョ
！
」
と
大
き
な
か
け
声
で
餅
を
つ

き
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
餅
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
お
昼
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ともしびの里文化祭
JAフェスティバル
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十
月
二
十
三
日
、
第
一
六
回
と
も

し
び
の
里
駅
伝
大
会
と
第
二
十
回
上

田
市
東
御
市
小
県
郡
市
町
村
対
抗
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

八
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
に
と
も
し
び
博
物
館

を
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、

全
長
二
十
五
・
一
�
の
道
の
り
を
七

人
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
前
日
に
雨
が
降

っ
た
た
め
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
当
日
は
秋
晴
れ
と
な
り
、
木
々

が
紅
葉
し
た
山
里
で
健
脚
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

☆
優
　
勝

練
馬
区
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
チ
ー
ム
Ａ

（
１
時
間
23
分
42
秒
）

【
東
京
都
練
馬
区
】

☆
準
優
勝

丸
子
実
業
高
校
陸
上
競
技
部
Ａ

（
１
時
間
24
分
25
秒
）【
丸
子
町
】

☆
第
３
位

第
２
車
両
性
能
開
発
部
Ａ

（
１
時
間
27
分
11
秒
）

【
愛
知
県
豊
田
市
】

☆
第
４
位

佐
久
ク
ラ
ブ

（
１
時
間
27
分
25
秒
）【
佐
久
市
】

☆
第
５
位

小
諸
高
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
１
時
間
28
分
８
秒
）【
小
諸
市
】

☆
第
６
位

佐
久
長
聖
元
野
球
部

（
１
時
間
28
分
47
秒
）【
佐
久
市
】

☆
第
７
位

友
遊
会
ド
リ
ー
ム

（
１
時
間
29
分
37
秒
）【
小
諸
市
】

☆
第
８
位

チ
ー
ム
み
や
け
ん

（
１
時
間
32
分
３
秒
）【
武
石
村
】

☆
第
９
位

エ
ヴ
ィ
ス
Ａ
・
Ｃ

（
１
時
間
32
分
59
秒
）【
佐
久
市
】

☆
第
10
位

ア
ベ
ベ
駅
伝
ク
ラ
ブ

（
１
時
間
33
分
36
秒
）【
松
本
市
】

◆
一
般
の
部

☆
優
　
勝

上
田
市
（
１
時
間
21
分
45
秒
）

☆
準
優
勝

丸
子
町
（
１
時
間
22
分
35
秒
）

☆
第
３
位

真
田
町
（
１
時
間
28
分
37
秒
）

☆
第
４
位

武
石
村
（
１
時
間
30
分
58
秒
）

☆
第
５
位

東
御
市
（
１
時
間
40
分
33
秒
）

◆
小
中
学
校
の
部

☆
優
　
勝

丸
子
町
（
１
時
間
33
分
16
秒
）

☆
準
優
勝

真
田
町
（
１
時
間
35
分
44
秒
）

☆
第
３
位

東
御
市
（
１
時
間
36
分
53
秒
）

☆
第
４
位

上
田
市
（
１
時
間
38
分
17
秒
）

☆
第
５
位

武
石
村
（
１
時
間
44
分
42
秒
）

各
大
会
の
結
果

第
20
回

上
田
市
東
御
市
小
県
郡

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

第
16
回

と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会

第
20
回

上
田
市
東
御
市
小
県
郡
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

第
16
回

と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会
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九
月
十
七
日(

土)

に
大
町
市
に
あ
る
「
高
瀬

ダ
ム
と
新
高
瀬
川
発
電
所
」
並
び
に
「
大
町
山

岳
博
物
館
」
に
二
十
七
名
の
児
童
で
見
学
学
習

に
出
か
け
ま
し
た
。
今
回
は
こ
れ
に
参
加
し
た

児
童
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

高
せ
ダ
ム
と

大
町
山
が
く
は
く
物
館
へ

行
っ
た
こ
と

三
年
敬
組
　
丸
山
隆
史

レ
ッ
ツ
ち
ゃ
れ
ん
児
で
大
町
市
の

高
せ
ダ
ム
へ
行
き
ま
し
た
。
さ
い
し

ょ
に
高
せ
川
テ
プ
コ
館
へ
行
き
、
高

せ
ダ
ム
づ
く
り
の
ビ
デ
オ
を
見
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
物
の
高
せ
ダ
ム
へ

行
き
ま
し
た
。
天
気
が
よ
か
っ
た
の

で
、
え
ぼ
し
だ
け(

こ
の
地
方
の
山
岳

名)

も
見
え
ま
し
た
。
高
せ
ダ
ム
は
、

大
き
な
石
を
使
っ
た
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

タ
イ
プ
の
ダ
ム
で
、
高
さ
は
一
七
六

メ
ー
ト
ル
だ
そ
う
で
す
。
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
新
高
せ

川
発
電
所
へ
行
っ
て
、
水
車
ラ
ン
ナ

ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
水
車

の
重
さ
は
一
七
〇
ト
ン
で
、
一
分
間

に
二
四
〇
回
く
ら
い
回
る
そ
う
で
す
。

す
ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

テ
プ
コ
館
へ
帰
っ
て
か
ら
、
大
町
山

が
く
は
く
物
館
へ
行
き
ま
し
た
。
山

の
ぼ
り
道
具
の
せ
つ
明
と
か
カ
モ
シ

カ
な
ど
の
動
物
の
せ
つ
明
を
き
き
ま

し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

高
瀬
ダ
ム
と

大
町
山
岳
博
物
館

五
年
敬
組
　
湯
本
美
幸

朝
七
時
三
十
分
に
出
発
し
て
バ
ス

で
高
瀬
川
テ
プ
コ
館
へ
最
初
に
行
っ

た
。
高
瀬
川
テ
プ
コ
館
で
は
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
タ
イ
プ
の
高
瀬
ダ
ム
と
地
下

で
揚
水
発
電
を
行
う
「
新
高
瀬
川
発

電
所
」
の
せ
つ
び
の
仕
組
み
や
様
子

を
映
像
な
ど
で
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
ク
イ
ズ
な
ど
で
電
気
の
こ

と
が
学
べ
ま
し
た
。

次
に
高
瀬
ダ
ム
へ
い
き
ま
し
た
。

岩
石
や
砂
利
を
積
み
上
げ
、
ダ
ム
の

内
部
は
水
を
通
さ
な
い
材
料
で
で
き

て
い
て
、
高
瀬
川
ダ
ム
は
一
九
六
九

年
に
着
工
し
十
年
の
と
し
月
を
か
け

て
完
成
し
た
日
本
一
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
タ
イ
プ
の
ダ
ム
で
す
。
ダ
ム
の
高

さ
は
一
七
六
メ
ー
ト
ル
の
深
い
ダ
ム

で
す
。
ダ
ム
の
表
面
に
は
巨
大
な
自

然
石
が
積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ム

は
広
く
き
れ
い
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
新
高
瀬
川
発
電
所
へ
行

き
ま
し
た
。
山
の
地
下
に
あ
る
こ
の

新
高
瀬
川
発
電
所
は
深
夜
に
昼
間
の

半
分
以
下
に
な
る
電
気
を
利
用
し
て

下
の
ダ
ム
の
水
を
上
の
ダ
ム
に
く
み

上
げ
、
昼
間
に
上
の
ダ
ム
の
水
を
落

と
し
て
発
電
す
る
方
式
の
揚
水
発
電

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
昼
食
を
大
町
緑
地
公
園
で
食

べ
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
か
ら
大
町
山
岳
博
物
館
へ
行

き
ま
し
た
。
大
町
山
岳
博
物
館
に
は

北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
す
る
登
山
の

歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
ら
い
鳥
や
サ
ル
な
ど
の
は

く
せ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
家
ぞ
く
で
行
き
た
い
で

す
。

大町山岳博物館にて

高瀬川テプコ館にて

�新高瀬川発電所にて

▲高瀬ダムの歩車道にて
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◆
武
石
村
工
業
振
興
会

十
月
二
十
四
日
、
商
工
会
会
議
所

で
武
石
村
工
業
振
興
会
の
「
会
員
研

修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
業
振
興
会
は
、
村
内
の
事
業
者

十
九
社
で
組
織
さ
れ
、
地
域
の
活
性

化
や
企
業
づ
く
り
な
ど
の
視
察
や
学

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
丸
子
町
東

内
の
㈱
マ
ル
バ
ン
代
表
取
締
役
社
長

の
丸
山
氏
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
【
小
零
細
企
業
の
生
き
る

道
】
と
題
し
、「
自
分
（
社
長
）
が
変

わ
ら
な
い
と
会
社
も
変
わ
ら
な
い
。」

「
人
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
自
社
の
価

値
を
高
め
よ
う
。」
な
ど
と
自
社
の
経

験
を
交
え
た
講
演
内
容
で
し
た
。

◆
武
石
村
建
設
業
協
会

十
月
二
十
六
日
に
は
、
武
石
村
建

設
業
協
会
十
八
社
六
十
名
が
道
路
清

掃
を
行
い
、
村
内
の
通
学
路
を
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。
研
修
会
と
道
路
清

掃
に
参
加
し
た
事
業
者
の
方
々
は

「
合
併
し
て
大
き
く
な
っ
て
も
武
石
地

区
は
残
る
。
地
元
の
事
業
者
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
人
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
良
い
。
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ

十
一
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
信
州
う
え

で
は
、
全
地
区
統
一
日
で
の
管
内
の

主
要
道
路
沿
い
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
地
域
の
持
続
的
発
展
と
魅

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
こ
と
を
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
依
田
窪
管
内
は
、

武
石
バ
イ
パ
ス
と
長
門
バ
イ
パ
ス
、

十
月
三
十
日
、
森
林
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
第
十
二
回
分

館
親
善
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
団
体
の
部

優
　
勝

七
ヶ
Ａ

準
優
勝

上
本
入
東
部
Ａ

準
優
勝

堀
の
内
Ａ

☆
個
人
の
部

優
　
勝

橋
詰
忠
之
（
市
之
瀬
Ａ
）

準
優
勝

元
木
芳
子
（
七
ヶ
Ａ
）

第
三
位

滝
沢
留
蔵

（
上
本
入
東
部
Ａ
）

第
二
十
七
回
武
石
村
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
が
十
一
月
二
日
に
閉
幕

し
ま
し
た
。
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

連
日
連
夜
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
　
勝

上
本
入
チ
ー
ム

準
優
勝

ワ
イ
ン
チ
ー
ム

第
三
位

小
沢
根
チ
ー
ム

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

〜
地
元
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
〜

和
田
バ
イ
パ
ス
を
総
勢
八

十
三
名
で
清
掃
活
動
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
「
結
構
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
た
。
き
れ
い

に
な
る
と
気
持
ち
が
良

い
。
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で

参
加
し
た
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
一
日
、
佐
久
市
に

お
い
て
、
第
五
十
一
回
長
野
県

更
生
保
護
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
更
生
保
護
事
業

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
と

し
て
七
ヶ
の
中
原
成
子
さ
ん
に

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
よ
り
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
多
年
保
護
司
と

し
て
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
片

羽
の
小
山
洋
江
さ
ん
に
長
野
県

保
護
司
会
連
合
会
よ
り
表
彰
状

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
五
十
一
回

長
野
県
更
生
保
護
大
会
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を
心
が
け
る
。
ア
ル
カ
リ
化
食
品
に

は
牛
乳
、
大
豆
製
品
、
野
菜
、
き
の

こ
、
海
藻
、
果
物
、
芋
、
日
本
茶
が

あ
る
。
し
か
し
、
大
豆
製
品
、
ほ
う

れ
ん
草
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
え
の
き

だ
け
・
な
め
こ
な
ど
の
き
の
こ
に
も

プ
リ
ン
体
が
含
ま
れ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
魚
肉
類
は
酸
性
化

す
る
食
品
が
多
く
プ
リ
ン
体
含
有
量

も
多
い
た
め
、
量
に
気
を
つ
け
た
り
、

野
菜
な
ど
ア
ル
カ
リ
化
食
品
と
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

前
回
「
尿
酸
と
は
何
か
」「
尿
酸

が
高
く
な
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
な

る
か
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
が
、

今
回
は
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

◆
高
尿
酸
血
症
の
原
因

腎
臓
か
ら
の
排
泄
が
低
下
す
る
尿

酸
排
泄
低
下
型
と
肝
臓
で
の
産
生
が

増
加
す
る
尿
酸
産
生
過
剰
型
に
分
類

さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
両
者
の
混

合
型
も
存
在
し
ま
す
。
遺
伝
子
の
異

常
、
病
気
、
各
種
薬
剤
な
ど
に
よ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
生
活

習
慣
に
関
係
す
る
も
の
を
取
り
上
げ

ま
す
。

◆
予
防
の
柱

肝
臓
で
の
尿
酸
産
生
量
と
腎
臓
か

ら
の
尿
酸
排
泄
量
を
そ
れ
ぞ
れ
適
正

に
保
つ
。

【
尿
酸
産
生
量
の
適
正
化
】

①
食
事
中
の
プ
リ
ン
体
を
過
剰

に
摂
ら
な
い
こ
と

②
ア
ル
コ
ー
ル
を
過
剰
に
摂
ら

な
い
こ
と

【
尿
酸
排
泄
量
の
適
正
化
】

①
肥
満
と
運
動
不
足
を
解
消
し

て
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
解

消
す
る
。

②
尿
を
ア
ル
カ
リ
化
す
る
食
品

を
摂
取
し
て
腎
臓
に
お
け
る

尿
酸
結
晶
の
析
出
を
防
止
す

る
③
十
分
な
水
分
を
摂
取
し
て
尿

中
へ
の
排
泄
を
促
進
す
る

◆
適
正
な
プ
リ
ン
体
摂
取
量

１
日
に
摂
取
す
る
食
物
プ
リ
ン
体

は
３
０
０
�
以
下
が
望
ま
し
い
。
肉

や
魚
に
は
た
く
さ
ん
含
ま
れ
る
（
特

に
レ
バ
ー
や
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
）
の

で
摂
取
量
に
注
意
し
て
、
上
手
に
選

択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
プ

リ
ン
体
は
水
溶
性
で
あ
り
煮
汁
中
に

溶
出
し
や
す
い
た
め
、
高
プ
リ
ン
体

食
品
は
焼
い
た
り
炒
め
た
り
す
る
よ

り
は
煮
て
、
そ
の
煮
汁
を
摂
ら
な
け

れ
ば
、
摂
取
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
。
逆
に
肉
や
魚
の
煮
汁
を
使
用

し
た
ス
ー
プ
や
エ
キ
ス
は
要
注
意
で

あ
る
。

◆
適
正
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量

純
ア
ル
コ
ー
ル
と
し
て
20
ｇ
以
下

が
望
ま
し
い
。
ビ
ー
ル
５
０
０
�
、

日
本
酒
一
合
（
１
８
０
�
）、
ワ
イ

ン
２
０
０
�
、
焼
酎
25
度
１
０
０
�
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
や
ウ
イ
ス
キ
ー
60
�
程

度
ま
で
が
そ
れ
ぞ
れ
適
量
で
あ
る
。

ま
た
酒
の
肴
は
高
プ
リ
ン
体
食
品
が

多
く
、
こ
の
点
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。

◆
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
解
消

肥
満
や
運
動
不
足
で
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
（
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪

く
な
る
）
に
な
る
と
血
糖
が
高
く
な

り
、
血
糖
を
早
く
正
常
化
さ
せ
る
た

め
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
過
剰
分
泌
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
腎
臓
に
対
す
る
イ

ン
ス
リ
ン
作
用
が
増
大
し
、
尿
酸
排

泄
低
下
を
起
こ
す
。

◆
十
分
な
水
分
摂
取
と

ア
ル
カ
リ
性
食
品

尿
酸
は
腸
管
内
や
汗
中
に
も
排
泄

さ
れ
る
が
、
主
要
な
排
泄
経
路
は
腎

臓
か
ら
尿
中
で
あ
る
。
従
っ
て
十
分

な
飲
水
に
よ
り
、
尿
量
を
１
・
５
〜

２
リ
ッ
ト
ル
に
保
つ
必
要
が
あ
る
。

ま
た
高
尿
酸
血
症
で
は
一
般
的
に
尿

の
ｐ
Ｈ
も
低
下
し
て
お
り
、
尿
中
で

の
尿
酸
結
晶
の
析
出
が
起
こ
り
や
す

く
尿
路
結
石
の
原
因
に
な
る
た
め
、

尿
を
ア
ル
カ
リ
化
す
る
食
品
の
摂
取

健康センター
通信12月号

保健福祉課
℡85-2067

高
尿
酸
血
症
と
痛
風
（
そ
の
2
）

12月12日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
13日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30
15日 木 高齢者料理教室（なでしこ） 午前10:00～午後1:00
16日 金 料理教室（パセリグループ） 午後 1:15～ 4:00
20日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

1月6日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00
10日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
10日 火 予防接種（三混：予備日） 午後 1:15～ 1:30（受付）

12月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日
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○
ダ
イ
ア
ナ
妃
物
語

（
マ
ー
ク
・
セ
ラ
シ
ニ
著
　
小
林
浩
子
訳
）

○
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
物
語
（
Ｓ
・
Ａ
・
ク
レ
ー
マ
ー
著
　
小
林
浩
子
訳
）

○
地
名
で
探
る
縄
文
語

（
小
林
　
榮
　
著
）

○
女
子
ア
ナ
失
格

（
藪
本
雅
子
　
著
）

○
生
き
て
死
ぬ
智
慧

（
柳
沢
恵
子
　
著
）

○
熊
野
、
修
験
の
道
を
往
く

（
藤
田
庄
市
　
著
）

○
日
中
は
な
ぜ
わ
か
り
合
え
な
い
の
か

（
莫
　
邦
富
　
著
）

○
ブ
ー
タ
ン
仏
教
か
ら
見
た
日
本
仏
教

（
今
枝
由
郎
　
著
）

○
点
字
ど
う
ぶ
つ
え
ん

（
菊
地
　
清
　
著
作
）

○
点
字
さ
わ
っ
て
ご
ら
ん
だ
れ
の
か
お
（
中
塚
裕
美
子
　
著
）

○
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
　
光
へ
の
軌
跡

（
池
田
ま
ゆ
み
　
著
）

○
長
野
県
の
文
化
財

（
県
教
育
委
員
会
　
監
修
）

○
椋
　
鳩
十
動
物
童
話
集
　
全
十
五
巻

（
椋
　
鳩
十
　
作
）

（
片
耳
の
大
ジ
カ
・
月
の
輪
グ
マ
・
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
・

三
日
月
と
タ
ヌ
キ
・
カ
モ
の
友
情
・
太
郎
と
コ
ロ
ほ
か
）

公民館図書室だより
～新刊が入りました、ご利用ください。～

人権教育紙上講座
№345

教育委員会
同和対策室

後
を
絶
た
な
い
部
落
差
別
事
件

「
望
ま
れ
る
人
権
侵
害
を

救
済
す
る
法
律
」

〜
人
権
週
間
の
重
点
目
標
そ
の
2
〜

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
発
展
の
過
程
で
形
作
ら
れ
た
身

分
差
別
に
よ
り
、
国
民
の
一
部
の

人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強
い
ら
れ
、

今
な
お
結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り
、
日

常
生
活
の
上
で
色
々
な
差
別
を
受
け

る
な
ど
、
わ
が
国
固
有
の
重
要
な
人

権
問
題
で
す
。

近
年
の
県
内
の
相
次
ぐ
差
別
事
件

を
見
ま
す
と
、
東
御
市
の
差
別
発
言
、

佐
久
市
の
住
職
に
よ
る
過
去
帳
へ
の

差
別
記
載
事
件
、
長
野
市
内
中
学
校

へ
の
差
別
電
話
、
軽
井
沢
町
ホ
テ
ル

従
業
員
差
別
事
件
、
長
野
市
県
道
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
差
別
落
書
き
、
高
校
差

別
落
書
き
な
ど
の
ほ
か
、
各
地
に
お

け
る
差
別
の
落
書
き
や
差
別
発
言
事

件
が
お
き
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
差
別
事

象
も
多
発
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
全
国
で
は
、
多
く
の

人
々
が
人
権
侵
害
に
苦
し
ん
で
お
り
、

こ
う
し
た
人
々
を
救
済
す
る
法
律
の

制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

う
し
た
同
和
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
昭
和
四
十
四
年
以
降
三
度
に

わ
た
る
特
別
措
置
法
が
実
施
さ
れ
、

同
和
地
区
内
の
環
境
整
備
や
基
盤
整

備
が
行
わ
れ
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て

は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
結

婚
問
題
を
は
じ
め
差
別
発
言
、
差
別

落
書
き
な
ど
差
別
事
象
は
後
を
絶
た

な
い
の
が
現
実
で
す
。

国
に
お
い
て
も
、
部
落
差
別
の
解

消
を
目
指
し
て
積
極
的
に
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
も

こ
の
人
権
週
間
を
同
和
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

◎
エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感

染
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
理
解

の
不
足
か
ら
、
こ
れ
ら
の
患
者
や
元

患
者
が
就
職
拒
否
や
職
場
解
雇
、
入

学
入
園
の
拒
否
、
医
療
現
場
に
お
け

る
診
断
拒
否
や
無
断
検
診
な
ど
を
受

け
、
社
会
生
活
の
様
々
な
場
面
で
人

権
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
偏
見
や
差
別
を
な
く

す
た
め
に
は
、
エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
知
識
と
理
解
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
エ
イ
ズ
感
染
者
や

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

い
づ
み
会
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

実
は
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
に
は
毎
月
１

回
土
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
い
づ
み
会
の
み
な
さ
ん
が
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
相
手
を
し
に
き
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
風
船
バ
レ
ー
や
お

手
玉
、
お
は
じ
き
、
紙
芝
居
な
ど
昔

の
遊
び
を
取
り
入
れ
て
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
遊
ん
で

く
だ
さ
る
の
で
す
。
当
初
昔
あ
そ
び

は
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
あ
ま
り
身

近
で
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
最
初
の

う
ち
は
お
は
じ
き
遊
び
を
や
っ
た
こ

と
の
な
い
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、
興
味

を
し
め
さ
な
い
子
も
い
ま
し
た
。
で

も
い
づ
み
会
の
み
な
さ
ん
の
優
し
さ

に
包
ま
れ
な
が
ら
、
今
で
は
ピ
ー
タ

ー
パ
ン
で
の
普
段
の
生
活
で
も
お
は

じ
き
を
持
ち
歩
い
て
い
る
ぐ
ら
い
気

に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
な
か
に
は
う

ま
く
で
き
な
く
て
「
も
う
絶
対
お
は

じ
き
な
ん
て
や
ら
な
い
!!
」
と
か
ん

し
ゃ
く
を
起
こ
し
た
子
も
、
指
先
が

だ
ん
だ
ん
器
用
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
か
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
一
番
の
お
は

じ
き
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
将
棋
に
夢
中
に
な
り
、

「
将
棋
を
や
り
た
い
」
と
い
う
と
、
そ

の
次
の
会
に
は
お
店
で
は
見
た
こ
と

も
な
い
め
ず
ら
し
い
将
棋
の
板
や
駒

を
お
う
ち
か
ら
探
し
出
し
て
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

「
う
わ
ー
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
い

!!
」
と
嬉
々
と
し
て
将
棋
に
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
い
づ
み
会
の
み

な
さ
ん
の
ほ
か
に
も
空
い
て
い
る
時

間
に
フ
ラ
っ
と
学
童
に
立
ち
寄
り
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
大
人
や

Ｏ
Ｂ
の
中
学
生
が
い
て
く
れ
、
そ
の

度
子
ど
も
た
ち
は
大
歓
迎
。「
遊
ぼ

う
！
遊
ぼ
う
！
」
と
歓
声
が
あ
が
り

ま
す
。
遊
ん
で
く
れ
る
目
上
の
人
の

姿
…
そ
こ
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
憧
れ

や
尊
敬
、
そ
し
て
や
さ
し
さ
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
抱
き
成
長
の
糧

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
に
見
守
っ
て
も
ら
え
る
場
、

そ
れ
が
学
童
で
す
。
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*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*

ご注意ください冬季の水道 

　今年も、冬将軍がやってくる季節となりました。
冬の雪道をより安全に、より快適に利用するために、
次のことに注意しましょう。 
 
◆冬の道路について 
　冬季は雨が降っても、雪が降っても夜間や早朝
になると気温が下がり道路面は凍結します。凍
った路面では人も車も滑りやすくなり、スリッ
プによる事故が多くなります。 ｢雪道はすべり
やすい｣まずこのことを認識して、急発進、急加
速、急ハンドル、急ブレーキには注意しましょう。 

 
◆除雪にご理解を 
　冬季は夜間に路面が凍結しやすくなります。除雪
をていねいにしたり、融雪剤(塩カル)をいくら散布
しても、夏場の路面のようにはなりません。また、
融雪剤も環境に配慮して、必要最小限としなければ
なりません。除雪に要する費用はみなさんの税金で
まかなわれています。 
 
◆雪道でのご協力を 
　除雪車が通った後、家の入口に雪が残ります。
自宅周辺や歩道や通学路、高齢者宅などの家の
入口の除雪は地域でお願いします。 

 
◆冬季の道路通行についてのお願い 
　冬季の路面管理には万全を期して対応します。
しかし、費用や、機材などに限界があり万全と
はいえません。また、平地部と山岳部では気象
状況が違い、平地部では乾燥路面でも、峠道で
は凍結しているときが多くあります。 
 　凍結、積雪道路においてはスタッドレスタイヤ、
タイヤチェーン等の防滑装置の早めの装着と、
時間に余裕をもってスピードを控えめにした安
全運転に心がけましょう。 

●上田建設事務所　℡23-1260 
●建設環境課　　　℡85-2793

●建設環境課　℡85-2793

除雪についてご理解とご協力を 

◆水道の凍結にご注意 
　　寒さが日に日に厳しくなり、水道の凍結が心
配される季節となりました。水道凍結防止帯や
不凍栓の確認を行い、凍結の防止をお願いします。
古い不凍栓を半開きの状態にしますと漏水の恐
れがありますので、不凍栓の開閉は最後までキ
チンと回ったことを確認してください。 
　　また、寒さで水道メーターが凍結し破損して
しまうことがありま
す。破損したメーター
の交換費用は自己負担
となります。このた
め、メーターボックス
内に発泡スチロール等
の保温材をぬれないよ

うにビニール袋などに入れ、メーターの保護を
お願いします。 
 
◆水道メーターボックス周囲の除雪を 
　お願いします 
　　各ご家庭の水道使用量を調べるため、メータ
ー検針員が二か月に一度（奇数月の末）、検針
にお伺いしています。 
　　冬期間は積雪によりメーターボックスの位置
がわからなかったり、凍結でフタが開かなかっ
たりして、検針に支障が生じます。 
　　そこで、積雪のあった時は、メーターボック
ス周辺の除雪をお願いします。 

鳥　　　屋 105,000 105 
　　沖 154,500 155 
薮　　　合 123,000 123 
中　　　島 39,000 39 
七　　　ケ 164,500 173 
片　　　羽 59,500 62 
堀　之　内 61,700 63 
市　之　瀬 55,600 57 
下　本　入 82,500 82 
権　　　現 28,500 28 
下 小 寺 尾 26,000 26 
上 小 寺 尾 26,000 26 
唐　　　沢 25,000  25 
築　地　原 26,500 25 
大布施・巣栗 17,000 17 
西　　　武 21,500 21 
小　沢　根 83,500 81 
余　　　里 60,500 61 
合　　　計 1,159,800 1,169

地区名 金額(円) 戸数 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金 
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十
月
六
日
第
二
十
二
回
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技

大
会
が
、
武
石
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
各
地
区
か
ら

十
チ
ー
ム
参
加
し
、
盛
大
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
会
員
の

健
康
保
持
増
進
と
連
帯
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
優
　
勝
　
　
沖
チ
ー
ム

◆
準
優
勝
　
　
薮
合
チ
ー
ム

◆
第
３
位
　
　
七
ケ
Ｂ
チ
ー
ム

障
害
者
と
そ
の
介
護
者
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
為
、
十
月
十
二
日
と
十

三
日
の
二
日
間
、
希
望
の
旅
事
業
を

行
な
い
ま
し
た
。
今
年
は
十
四
名
が

参
加
し
、
大
町
温
泉
へ
行
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
高
瀬
ダ
ム
ま
で
行
き
、
発

電
所
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
紅
葉
は

ま
だ
早
か
っ
た
で
す
が
天
気
が
良
く
、

槍
ヶ
岳
が
見
え
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
堪
能
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

り
ん
ど
う
会
の
皆
さ
ん
が
十
月
十

九
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
大
正

琴
の
演
奏
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。利

用
者
の
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
る

曲
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
美
し
い
音
色

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

り
ん
ど
う
会
の
皆
さ
ん
が
毎
年
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
て

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

十
月
二
十
六
日
、
会
員
二
十
四
名

が
参
加
さ
れ
、
高
山
村
の
七
味
温
泉

へ
行
き
ま
し
た
。

紅
葉
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
満
喫

福祉の地域づくりをめざして 福祉の地域づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
大
会

◇
期
日
　
12
月
12
日
（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

◇
期
日
　
12
月
18
日
（
日
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◆
長
野
補
聴
器

◇
期
日
　
12
月
19
日
（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

補
聴
器
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

身
障
者
希
望
の
旅

も
み
じ
会

日
帰
り
旅
行

大
正
琴
演
奏

〜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
披
露
〜

や
す
ら
ぎ
忘
年
会

し
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
り
で
生
活
さ

れ
て
お
り
ま
す
皆
様
は
、
日
頃
外
出

機
会
の
少
な
い
方
が
多
い
の
で
毎
年

楽
し
み
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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◆上田市民の森スケート場オープン 

オープン初日の12月17日（土）は入場無料です。 
営業期間�12月17日（土）～来年2月12日（日） 
休 業 日�12月31日（土）・1月1日（日） 
営業時間�9:00～16:30（入場は16:00まで） 
入 場 料�大人750円／中学生以下・付添い人300円
　　　　　未就学児は無料 
貸靴料金�1人1回300円 
問 合 せ�市民の森  スケート場 
　　　　　�27-9396 
  
 
 
 
◆氷灯ろうを楽しんで、「文殊の湯」でゆったりどうぞ 
氷灯ろうの点灯は、12月29日（木）から2月12日（日）ま
で毎日、日没（午後4時半頃）から夜9時頃まで行われ
ています。幻想の世界を楽しんだら、会場に隣接する
共同浴場「文殊の湯」で、体の芯からあたたまってく
ださい。氷灯ろうの点灯希望者は、開始時刻までに「文
殊の湯」前へ。 
●「文殊の湯」ご利用案内 
営業時間�9:00～21:00（年中無休） 
入浴料金�一般300円（宿泊客200円） 
問 合 せ�鹿教湯温泉観光協会　�44-2331 
  
 
 
 
◆2006カウントダウン花火大会 

「3、2、1」とカウントダウンして午前0時に打ち上が
る大スターマイン。2006年のスタートを菅平高原で迎
えませんか。白銀の世界の夜空を焦がす花火大会にお
こしください。 
日　　時�12月31日（土）午後11時55分～ 
場　　所�菅平高原国際リゾートセンター前特設会場 
問 合 せ�菅平高原観光協会　�74-2003 
  
 
 
 
◆番所ヶ原スキー場OPEN！ 

上質の雪を満喫できる穴場的ゲレンデ 
営 業 期 間�12月22日（木）～来年3月31日（金） 
リフト料金�  1日券・・・・・3,500円 
 　　　　　     1回券・・・・・・・250円 
　　　　　    11回券・・・・・2,500円 
問 合 せ�武石村開発公社事務局　�85-2829  
　　　　　　番所ヶ原スキー場　　　�86-2213

上田市 

丸子町 

真田町 

武石村 
　
う
つ
く
し
の
湯
は
、
村
の
中
心
部
に
あ

り
、
丸
子
町
な
ど
近
隣
市
町
村
の
皆
さ
ん

に
も
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
放
感
あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
か
ら
は
美
ヶ

原
の
峰
々
や
、
の
ど
か
な
武
石
の
村
景
色

を
ゆ
っ
た
り
と
一
望
で
き
ま
す
。 

　
地
下
２，
０
０
０
ｍ
よ
り
湧
き
出
る
源
泉

４０
・
３
℃
の
天
然
温
泉
。
か
す
か
に
赤
み

を
帯
び
た
透
明
無
臭
の
湯
は
、
温
泉
成
分

を
豊
富
に
含
み
、
心
身
の
緊
張
を
の
ん
び

り
と
ほ
ぐ
し
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
温
泉
で
じ
ん

わ
り
と
温
ま
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

　
北
向
観
音
を
見
上
げ
る
「
湯
か
け
地
蔵
」

の
あ
る
公
園
の
中
に
、
八
角
形
の
足
湯
が

湯
気
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
足
湯
の
名

前
は
「
な
な
く
り
」
。
昨
年
の
夏
に
お
目

見
え
し
ま
し
た
。
安
楽
寺
八
角
三
重
塔
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
総
ヒ
ノ
キ
造
り
で
、
８

人
が
同
時
に
腰
掛
け
て
ゆ
っ
く
り
楽
し
め

ま
す
。
お
湯
は
近
く
の
源
泉
か
ら
引
い
た

単
純
硫
黄
泉
で
す
。
地
名
の
七
久
里
と
、苦

し
み
が
離
れ
る
意
味
を
兼
ね
て
「
な
な
く

り
の
湯
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
足
を

お
湯
に
つ
け
れ
ば
、
冬
の
木
枯
ら
し
も
心

地
良
い
風
に
変
わ
り
ま
す
。 

ぽ
か
ぽ
か
あ
っ
た
か 

●
足
湯
「
な
な
く
り
」
 

ゆ
っ
た
り
、の
ん
び
り
、じ
ん
わ
り
と
…
。 

　
昭
和
２
年
に
開
設
さ
れ
た
菅
平
高
原
ス

キ
ー
場
。
昭
和
５
年
に
は
、
当
時
ス
キ
ー

の
名
手
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が

訪
れ
、
激
賞
さ
れ
一
躍
有
名
ス
キ
ー
場
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
開
設
か
ら
７８
年
目
を

迎
え
ま
す
。 

　
今
年
の
オ
ー
プ
ン
は
、
１２
月
９
日
。
当

日
の
運
行
リ
フ
ト
は
す
べ
て
無
料
で
、
抽

選
会
や
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
も
。
シ
ー
ズ
ン
中

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
生
以
下
リ
フ

ト
無
料
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
あ
な
た
の

ま
ち
の
ス
キ
ー
場
に
な
る
菅
平
高
原
で
、

あ
た
た
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

冬
は
ス
キ
ー
で
あ
た
た
ま
る 

●
菅
平
高
原
 

上
田
市 

丸
子
町 

真
田
町 

武
石
村 

共
通
企
画 

来年の春、私たちの住むまちは合併して

新しい市に生まれ変わります。お互いの

まちにはどんな個性があるのでしょうか？ 

このコーナーでは、そんな4市町村の魅

力を毎月テーマに沿って紹介します。 

●今月のテーマ 

●
武
石
温
泉
「
う
つ
く
し
の
湯
」 

　
そ
の
昔
、
鹿
に
化
身
し
た
文
殊
菩
薩
が

猟
師
に
教
え
た
出
湯
と
し
て
伝
え
ら
れ
る

鹿
教
湯
温
泉
。
そ
の
湯
は
あ
ら
ゆ
る
病
に

効
く
と
言
わ
れ
、
昔
か
ら
湯
治
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
鹿
教
湯
の
冬
の
風
物
詩
と
い
え

ば
「
幻
想
冬
紀
行
」。
屋
根
付
き
の
橋
「
五

台
橋
」
や
「
文
殊
堂
」
「
薬
師
堂
」
へ
と

続
く
参
道
を
、
約
２
０
０
個
の
氷
灯
ろ
う

で
飾
る
と
て
も
幻
想
的
な
イ
ベ
ン
ト
。
灯

ろ
う
の
点
灯
は
一
般
の
方
も
参
加
で
き
、

願
い
事
な
ど
し
な
が
ら
火
を
と
も
し
ま
す
。 

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
あ
た
た
か
な
光
が
、
見

る
人
の
心
を
癒
し
ま
す
。 

心
あ
た
た
ま
る
氷
灯
ろ
う
の
灯
り 

●
鹿
教
湯
温
泉
の
幻
想（
き
ら
め
き
）冬
紀
行 

いずれも 
終日有効 

あ
か 

か       

け       

ゆ 

い
で   

ゆ 

と
う     

じ     

ば 

ご 

だ
い
き
ょ
う 

い
や 
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交通事故、詐欺などの被害にあったのに検察官がその事件を裁判にかけてくれない。

どうも納得できない。このような人のために、検察官のした処分が正しかったかどうか

を審査する機関として「検察審査会」があります。

検察審査会は、選挙権のある人の中から「くじ」で選ばれた11人の検察審査員で構

成され、不起訴処分（検察官が事件を起訴しなかったこと。）の善し悪しを審査します。

もし審査員に選ばれたときは、住民の代表としてご協力をお願いします。

なお詳しくは、上田検察審査会事務局0268（22）0003にお問い合わせください。

●手打ちそば●
青山正子さん（下武石）

〈作り方〉

①そば粉と小麦粉をよく混ぜ合わせる。
②①に熱湯を全体に回すように加える。最初は熱いので割り箸で混ぜ合わ
せ、その後手で全体にお湯と粉をなじませるように合わせ、あたたかい
うちにこね合わせる。（体重をかけるようにしっかりこねましょう）

③こねた生地を円盤型に丸め、打ち粉を敷いたのし板の上に置き、のし
棒で円形に伸ばし、次にのし棒に巻いて少しづつ薄く伸ばしていく。

④薄く伸ばした生地をそばたたみにたたんで、細く切る。
⑤たっぷりの熱湯で1～2分間ゆ
で、流水でかるく表面のぬめ
りを取るようにあらい、もう
一度冷水に入れて、ざるにあ
げる。器に盛って出来上がり。

〈材料〉6～7人分
そば粉……………5合（約500g）
小麦粉（地粉または薄力粉）

…………1.5合（約140ｇ）
熱湯 ………………270～280cc
（お湯の量はそば粉の乾燥具合で多少変わる）
打ち粉 …………………………適量

〈道具〉
・のし板
・こね鉢（大きいボウル）
・のし棒
・そば包丁
・まな板

 

山
田
　
初
子 

舗
装
な
き
道
も
嬉
し
や
と
と
き
咲
き
心
な
ご
め
る

土
手
残
し
た
き 

 

近
藤
美
代
子 

墓
参
り
抜
か
ず
に
お
い
た
菊
の
苗
み
ご
と
に
咲
い

て
墓
前
を
飾
る 

 

荒
井
　
怜
子 

赤
白
の
水
引
草
も
咲
き
出
で
て
狭
庭
に
秋
の
訪
れ

を
告
ぐ 
 

雨
宮
八
重
子 

キ
ャ
ベ
ツ
苗
植
え
て
背
丈
の
伸
び
止
ま
ぬ
な
ん
と

そ
の
苗
芽
キ
ャ
ベ
ツ
な
り
き 

 

脇
村
　
静
代 

冠
雪
の
浅
間
山
を
目
標
に
野
沢
菜
漬
け
込
む
亡
母

顕
ち
く
る 

 

小
山
　
渥
子 

記
念
館
い
で
て
馬
酔
木
の
並
木
路
わ
が
腕
さ
す
秋

の
蚊
の
い
て 

 

松
久
　
立
子 

山
坂
を
よ
く
超
え
来
し
と
娘
は
云
ひ
て
我
を
み
つ

む
る
瞳
う
る
み
ぬ 

 

滝
沢
さ
ち
代 

村
と
し
て
最
後
の
集
い
武
石
讃
歌
歌
っ
て
終
わ
る

村
民
体
育
祭 

 

池
内
　
寛
子 

数
え
れ
ば
や
り
た
き
事
の
多
す
ぎ
て
思
う
の
み
に

過
ぐ
る
を
齢
の
せ
い
に
す 

 

橋
詰
　
明
枝 

ま
ど
ろ
ん
で
こ
の
ま
ま
私
の
子
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
「
独
り
」
を
忘
れ
た
い
日
に 

  

守
矢
　
亮
子 

そ
こ
に
立
ち
南
を
と
も
す
あ
か
り
ら
は
密
か
事
を

も
つ
つ
み
か
く
さ
ず 

あしあと短歌会編集事務局選 

ご存知ですか？「検察審査会」－検察審査員に選ばれたらご協力を－

「是非、そば打ちに挑戦してみて下さい」

【そばたたみ】 

折る 
� � 
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福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

レ
ス
を
た
め
た
り
、
人
間
関
係
が

ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
り
し
て
体
調
を

こ
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
本
末
転
倒
な

の
で
体
を
い
た
わ
り
、
が
ん
ば
り

な
が
ら
も
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ

て
仕
事
を
す
る
よ
う
話
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
生
産
量
を
増
や
す
た

め
新
人
を
募
集
し
、
現
在
３
名
の

方
に
ミ
シ
ン
な
ど
毛
皮
加
工
全
般

に
わ
た
る
研
修
を
受
け
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

不
景
気
の
時
代
に
忙
し
す
ぎ
る

の
は
う
れ
し
い
悲
鳴
と
い
え
ま
す

が
、
ふ
れ
あ
い
は
あ
く
ま
で
も
福

祉
的
就
労
施
設
な
の
で
、
効
率
や

営
利
に
走
り
す
ぎ
て
、
大
切
な
働

く
意
義
と
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
気

づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

う
れ
し
い
悲
鳴
〜
毛
皮
の
し
ご
と
大
忙
し
〜

道
し
る
べ
は
道
路
の
分
さ
れ
な
ど

に
置
か
れ
、
道
往
く
人
々
に
案
内
を

す
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
な
の
に
こ

の
お
地
蔵
さ
ん
は
な
ぜ
か
屋
内
に
い

て
、
す
ま
し
顔
で
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
わ
け
が
あ
り
そ
う
だ
。

今
か
ら
二
九
〇
年
程
前
の
こ
と
、
地

蔵
庵
（
地
蔵
を
安
置
し
て
い
る
庵

い
お
り

）

の
東
側
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
ば
た

に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
村
人
が
馬

の
飼
料
を
刈
る
た
め
乗
馬
し
て
地
蔵

さ
ん
の
前
を
通
る
と
ど
う
し
た
こ
と

か
馬
が
暴
れ
て
落
と
さ
れ
る
こ
と
が

度
々
あ
り
、
皆
で
相
談
し
て
庵
に
入

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
っ

た
。
地
蔵
庵
は
上
武
石
の
地
蔵
木
か

ら
移
転
さ
れ
た
と
言
う
。

子
宝
地
蔵
・
イ
ボ
と
り
地
蔵
と
親

し
ま
れ
て
い
る
。
例
祭
は
四
月
二
十

四
日
、
御
柱
祭
の
年
は
変
更
も
あ
り
、

現
在
は
土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

る
。子

供
達
の
祭
で
も
あ
り
、
宵
祭
に

は
お
舟
引
き
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
チ
ャ

レ
ツ
ヨ
イ
ヨ
イ
、
ヨ
メ
ム
コ
ヨ
イ
ヨ

イ
と
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
元
気
よ
い
声

が
氏
子
中
の
道
を
賑
わ
せ
る
。
地
蔵

信
仰
の
盛
ん
だ
っ
た
明
治
の
頃
は
、

村
内
は
じ
め
有
坂
方
面
へ
も
お
札
が

配
布
さ
れ
て
い
た
。

願
掛
け
を
し
、
願
い
ご
と
が
叶
え

ら
れ
た
と
き
は
、
願
主
の
年
齢
の
数

だ
け
き
れ
い
な
小
石
を
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
小
石
は
庵
の
横
の

用
水
の
流
れ
で
磨
か
れ
点
在
し
て
い

る
。次

号
で
は
、「
掌
善
掌
悪
の
碑
」

（
下
武
石
妙
見
寺
）
を
紹
介
し
ま
す
。

丸
子
町
の
ニ
チ
ロ
毛
皮
か
ら
受

注
し
て
い
る
、
毛
皮
縫
合
、
縫
製

の
仕
事
が
大
忙
し
で
す
。
８
月
の

火
災
の
影
響
で
休
日
出
勤
を
お
願

い
す
る
ほ
ど
仕
事
が
あ
り
、
作
業

室
は
仕
上
げ
を
待
つ
製
品
で
溢
れ

ん
ば
か
り
で
す
。
特
注
品
の
製
作
、

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
加
工
、
委
託
品

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
加
工
と
従
来
の
し

ご
と
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
特
に

裏
地
を
つ
け
て
製
品
に
仕
上
げ
る

仕
事
は
と
て
も
手
が
足
り
ま
せ

ん
。
経
験
年
数
20
年
30
年
を
超
え

る
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
で
す
が
「
こ
ん

な
に
忙
し
い
の
は
初
め
て
」
と
い

う
ほ
ど
フ
ル
回
転
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
多
す
ぎ
る
仕
事
を
こ
な

す
に
は
ど
う
し
て
も
無
理
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
往
々
に
し
て
ス
ト

や
ま 

  

み
ち 

朔 亥
六
月 

　
　
日 

享
保
四
年 

飛
た
り 

み
　
ち 

み
　
き 

ま
津
も
と 

（左山道） 

（右松本） 

台　　座 
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会　計　名 

1

2

3

4

5

6

億円 

一
般
会
計
歳
出 

平成17年度上半期 

1

2

3

4

5

6

7

8

億円 

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
入 

予算現額 
収入済額 収入率 支出済額 執行率 

獅 子 ケ 城 簡 水 1,791万円 425万円 23.77％ 728万円 40.64％ 

農 業 集 落 排 水 3億2,540万円 1億2,446万円 38.24％ 1億1,779万円 36.20％ 

同　和　住　宅 230万円 111万円 48.61％ 89万円 39.08％ 

歳　　　　　入 歳　　　　　出 
会　計　名 予算現額 

収入済額 収入率 支出済額 執行率 

国 民 健 康 保 険 3億2,771万円 1億   570万円 32.25％ 1億3,248万円 40.42％ 

老　人　保　健 5億     70万円 2億   644万円 41.23％ 2億1,914万円 43.76％ 

診　　療　　所 1億5,936万円 5,187万円 32.55％ 6,261万円 39.29％ 

簡　易　水　道 1億1,753万円 6,310万円 53.68％ 4,609万円 39.21％ 

歳　　　　　入 歳　　　　　出 
●特別会計は予算収入、予算執行ともに例年並みです。 

平成17年4月1日から9月30日までの 
武石村の財政状況をお知らせします。 

48.23％ 0.01％ 49.47％ 99.98％ 39.24％ 70.50％ 24.97％ 47.80％ 37.22％ 57.18％ 43.75％ 36.72％ 71.75％ 収入率 執行率 51.32％ 75.44％ 46.03％ 29.38％ 31.58％ 0.00％ 0.00％ 25.57％ 11.33％ 

歳　出 
予算総額 

28億6,389万円 

議
　
　
会
　
　
費 

総
　
　
務
　
　
費 

民
　
　
生
　
　
費 

衛
　
　
生
　
　
費 

農
林
水
産
業
費 

商
　
　
工
　
　
費 

土
　
　
木
　
　
費 

消
　
　
防
　
　
費 

教
　
　
育
　
　
費
　
　 

災

害

復

旧

費 

公
　
　
債
　
　
費 

 予
算
現
額 

支
出
済
額 

諸
　
支
　
出
　
金
・ 

労
働
費
・
予
備
費 

7
0
5
万
円
 

1
万
円 

5
億
3，
6
1
9
万
円
 

2
億
6，
5
2
9
万
円 

5，
7
1
0
万
円
 

5，
7
0
9
万
円 

2
億
9，
5
4
2
万
円
 

1
億
1，
5
9
4
万
円 

6，
9
9
5
万
円
 

4，
9
3
1
万
円 

1
億
2，
2
3
2
万
円
 

3，
0
5
4
万
円 

1
億
3，
0
5
1
万
円
 

6，
2
3
9
万
円 

3
億
9，
7
4
0
万
円
 

1
億
4，
7
9
3
万
円 

2
億
9，
1
3
1
万
円
 

1
億
6，
6
5
9
万
円 

4
億
9，
9
7
5
万
円
 

2
億
1，
8
6
8
万
円 

4
億
5
1
5
万
円
 

1
億
4，
8
7
9
万
円 

5，
1
6
9
万
円
 

2，
4
9
3
万
円 

村
　
　
　
　
　
税 

 

地

方

交

付

税 

   

繰
　
　
入
　
　
金 

繰
　
　
越
　
　
金 

諸
　
　
収
　
　
入 

村
　
　
　
　
　
債 

予
算
現
額 

収
入
済
額 

財
産
収
入
・ 

　
　
　
寄
付
金 

地
方
譲
与
税
・ 

　
　   

他  

交
付
金 

国
庫
支
出
金
・ 

　
　     

県
支
出
金 

分
担
金
及
び
負
担
金
・ 

使
用
料
及
び
手
数
料 

3
億
2，
4
4
8
万
円 

2
億
3，
2
8
3
万
円 

1
億
2，
6
4
0
万
円 

6，
4
8
8
万
円 

13
億
円 

9
億
8，
0
8
1
万
円 

9，
5
5
2
万
円 

4，
3
9
7
万
円 

1
億
5，
0
7
2
万
円 

4，
4
2
9
万
円 

5，
0
6
6
万
円 

1，
6
0
0
万
円 

4
億
5，
7
2
0
万
円 

0
万
円 

8，
6
3
1
万
円 

0
万
円
 

1
億
3，
0
9
4
万
円
 

3，
3
4
8
万
円 

1
億
4，
1
6
5
万
円 

1，
6
0
5
万
円 

歳　入 
予算総額 

28億6,389万円 

4～9月の収入済額 
14億3,234万円 
収入率 50.01％ 

4～9月の歳出済額 
12億8,755万円 
執行率 44.95％ 
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【スローガン】
「やりません　とび出し　手ばなし　二人乗り」

【運動の重点】
○高齢者の交通事故防止
○シートベルト・チャイルドシート着用の徹底
○飲酒・夜間の交通事故防止

この時期はお酒を飲む機会が多くなると思
いますが、「飲んだら乗らない」文化を武石
村に作りましょう！！

●上小地域のシートベルト着用率は、
県下で最悪です。
（平成17年9月27日県下一斉調査結果）

☆県平均……95.2%
☆上小地域…92.3%

(県下10地域中10位)
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○
日
曜
日
、
祝
日
（
３
回
）

�
午
前
11
時
か
ら

�
午
後
１
時
30
分
か
ら

�
午
後
３
時
か
ら

◇
料
金

一
般
２
６
０
円
／
高
校
・
大
学
生

２
１
０
円
／
小
・
中
学
生
１
１
０
円

（
土
曜
日
は
上
小
地
域
の
小
中
学
生
と

付
き
添
い
の
保
護
者
は
無
料
）

★
エ
ル
ネ
ッ
ト

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

〜
上
田
創
造
館
は
受
信
施
設
で
す
〜

◇
日
時

・
８
月
と
年
末
年
始
を
除
く

毎
週
土
曜
日

・
午
前
11
時
か
ら
11
時
45
分

（
第
１
〜
３
週
）

・
午
前
11
時
か
ら
12
時
（
第
４
週
）

◇
場
所

３
Ｆ
視
聴
覚
室

エ
ル
・
ネ
ッ
ト
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
」
は
文
部
科
学
省
が
運
用
す

る
教
育
情
報
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
使
っ
た
大
学
公
開
講
座
で

す
。
無
料
で
気
軽
に
受
講
で
き
ま

す
。
詳
し
い
開
校
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

http;//w
w
w
.opencol.gr.jp

を
ご
覧

く
だ
さ
い

◇
こ
ど
も
放
送
局

http://cs.kodom
o.nyc.go.jp

◆
お
問
合
せ
・
お
申
込
み

☆
上
田
創
造
館
　

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
）

18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
修
士
選

科
生
・
修
士
科
目
生
と
し
て
入
学
で

き
、
約
60
科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科

目
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

◇
学
生
の
種
類

・
修
士
科
目
生
（
６
ヵ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

※
修
士
課
程
を
修
了
し
て
、
学
位

「
修
士
（
学
術
）」
の
資
格
を
目
指

す
修
士
全
科
生
（
平
成
19
年
度
）

の
募
集
に
関
し
ま
し
て
は
、
別
途

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

★
只
今
平
成
18
年
度
１
学
期
学
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
無
料
進
呈
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
出
願
受
付
期
間

平
成
17
年
12
月
15
日
か
ら

平
成
18
年
２
月
28
日
ま
で

◇
お
問
合
せ

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
３
９
２
‐
０
０
０
４

諏
訪
市
諏
訪
１
‐
６
‐
１

ス
ワ
プ
ラ
ザ
ビ
ル
　
４
階

電
話
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２

11月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

◆
衛
星
を
使
っ
て

放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

〜
教
養
学
部
の
ご
紹
介
〜

〜
大
学
院
の
ご
紹
介
〜

年末の交通安全運動が
行われます

平成17年12月11日（日）から31日（土）まで

ご存知
でしたか？

〒
３
８
６
‐
１
１
０
２

上
田
市
上
田
原
１
６
４
０
番
地

電
　
話
　
23
‐
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
24
‐
４
１
０
０

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
や
職
業
の
人
達
へ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
科
目
を
３
６
０

以
上
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目
か

ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

こ
の
機
会
に
放
送
大
学
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
！

★
放
送
大
学
の
教
養
学
部
と
大
学
院

の
特
徴
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
選
科
履

修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
約
３
０
０
科
目
の
中
か
ら

好
き
な
科
目
を
１
科
目
か
ら
で
も

学
べ
ま
す
。

③
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
は
、
誰
で
も
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
卒
業
す
る

と
学
士
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

◇
学
生
の
種
類

・
科
目
履
修
生
（
６
ヵ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）
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★
第
19
回
上
小
地
域
小
中
学
校

児
童
生
徒
作
品
展

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
10
日（
土
）か
ら

平
成
18
年
１
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

◇
場
所

２
Ｆ
美
術
館

◇
入
場
無
料

絵
画
・
書
道
・
立
体
作
品
な
ど
、

上
小
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

★
企
画
展

「
郷
土
の
英
雄
＝
木
曽
義
仲
＝
」

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
11
日（
日
）か
ら

平
成
17
年
12
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

◇
場
所

２
Ｆ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
大

◇
入
場
無
料

木
曽
義
仲
の
生
涯
の
プ
ロ
セ
ス
と

支
え
た
人
々
を
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で

展
示
。

★
凧
展

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
24
日（
土
）か
ら

平
成
18
年
１
月
12
日（
木
）

◇
場
所

１
Ｆ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

信
州
上
田
常
田
凧
保
存
会
及
び
、

築
地
凧
ク
ラ
ブ
よ
り
ご
協
力
い
た
だ

い
た
凧
な
ど
を
展
示
。

★
し
め
縄
つ
く
り

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
17
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時

◇
場
所

１
Ｆ
文
化
ホ
ー
ル

◇
参
加
費
無
料

※
「
ご
ぼ
う
じ
め
」
を
作
り
ま
す
。

※
12
月
７
日（
水
）ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま

た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
持
ち
物

花
バ
サ
ミ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
歌
う
」

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
２
日（
金
）

午
後
７
時
か
ら

（
開
場
午
後
６
時
30
分
）

◇
場
所

４
Ｆ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

◇
料
金
　
お
一
人
　
１，
０
０
０
円

演
奏
者
は
、
第
25
回
Ｆ
・
Ｉ
・
Ｈ

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
で
準
優
勝

に
輝
い
た
、
上
田
市
在
住
の
池
田
圭

一
さ
ん
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
魅
力
を
じ

っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

★
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
10
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

◇
場
所

４
Ｆ
パ
ソ
コ
ン
室

◇
参
加
費
無
料

◇
対
象

５
歳
以
上
の
子
供
と
保
護
者

◇
定
員

先
着
20
名

パ
ソ
コ
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

と
封
筒
を
作
り
ま
す
。

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
秋
の
星
空
と

い
の
ち
の
星
・
地
球
」

（
約
45
分
）

◇
日
時

○
毎
週
土
曜
日
（
２
回
）

�
午
後
１
時
30
分
か
ら

�
午
後
３
時
か
ら

12月 12月 上
田
創
造
館

主
催
事
業
の

お
知
ら
せ

今年も年の瀬となりました。年の始めの

ご挨拶、年賀状のご準備はお済みですか。

今年も年賀状の引き受けが、12月15日（木）

から始まります。

お早めに年賀状を差し出され、ゆったり

とした気分で年の瀬をお過ごしください。

なお、今年も待望の年末ジャンボ宝くじ

が11月25日（金）から発売されております。

数に限りがございますのでご希望の方は、

お早めに武石郵便局（℡85‐2520）までお申

し出下さい。

◆
展
示

◆
講
座

◆
コ
ン
サ
ー
ト

◆
土
曜
学
習

◆
星
空
の
散
歩

12月15日
年賀状の引き受け開始

■今は禁漁期間中
10月１日から翌年２月15日までは、資源保護のため
イワナ等は禁漁期間中です。

■してはいけない主な漁法
1 川干し漁法　
2 バッテリー等により水中に電流を通じてする漁法
3 薬物を使用する漁法

ルールを守って武石川の自然を大切にしましょう。
【武石村役場 産業振興課 85-2828】

武石郵便局からのお知らせ

遊魚のルール遊魚のルール
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地球温暖化防止への 
国際的取組「京都議定書」  
 
　自然の生態系などに悪影響を及ぼす地球温暖化
は年々進んでいます。この問題を解決するための
国際的な取組として、京都議定書が2005年2月16
日に発効しました。 
　これは、地球温暖化の原因となる二酸化炭素
（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）、ハ
イドロフルオロカーボン（HFCs）、パーフルオロ
カーボン（PFCs）、六フッ化硫黄（SF6）の6つの温
室効果ガスの削減率を1990年の数値を基準として
（ただし、HFCs、PFCs、SF6については1995年
とすることができる）定め、2008年から2012年の
間に目標の達成を目指すものです。日本では、温
室効果ガス排出量の6％削減が義務づけられました。 
　しかし、現実には1990年から温室効果ガスの排
出量は約8％増加。この増加分も含めた約14％の
温室効果ガスの削減が必要とされています。　 
  

増加する温室効果ガス  
 
　排出される温室効果ガスのうち、全体の9割以上
を占めているのがCO2です。2003年現在で、CO2
の排出量は1990年に比べ、家庭で31.4％、オフィ
スなどでは36.1％増加しています。京都議定書の
削減約束を達成するには、私たち一人一人がライ
フスタイルやワークスタイルを見直し、CO2排出
を減らすための努力をすることが不可欠なのです。 
　そこで、「チーム・マイナス6％」という国民全
員参加型のプロジェクトを発足しました。 
 

日本に暮らす全員がひとつのチームとなり、CO2
削減マイナス6％を目標に掲げ、その実現を目指し
ます。この「チーム・マイナス6％」の活動の一環
として「COOL BIZ（クール・ビズ）」を実施しまし
たが、その秋・冬版として提唱しているのが「WARM 
BIZ（ウオーム・ビズ）」です。　 
  

暖房に頼らず冬を過ごす  
 
　今年から始まった夏の軽装運動「COOL BIZ」
は大きな反響を呼びました。「WARM BIZ」は、
英語で「COOL（涼しい）」と反対の意味の「WARM
（暖かい）」と、ビジネスを意味する「BIZ」とを組
み合わせた造語です。暖房の設定温度を20℃にし、
寒いときは着る、過度に暖房に頼らない、働きや
すく暖かい“エコ・コンシャス”なビジネススタ
イル、それが「WARM BIZ」です。　 
  

京都議定書の約束6％削減を目指す  
 
　（財）省エネルギーセンターの調べによれば、外
気温が7℃で2.2kWのエアコンを暖房設定温度で
21℃から20℃と1℃低くして１日9時間使用した
場合、一家庭あたり年間でCO2約25.7kgが削減で
きるとしています。日本では、年間の暖房を使用
する日数の方が冷房を使用する日数よりも多いため、
冬の暖房の設定温度を21℃から20℃にした場合、
夏の冷房の設定温度を27℃から28℃にして1℃高
く設定した場合の年間CO2削減量に比べ、その数
倍の削減効果があるという結果が出ています。 

環境にやさしいおしゃれ 
『WARM BIZ』のススメ 

働きやすく暖かく格好
良いビジネススタイル

として、 

WARM BIZを始めてみ
ませんか。 

政府では、国民一人一人が地球温暖化を防ぐための国民運動として「チーム・マイナス

6％」を展開しています。この運動の一環として、夏はオフィスの冷房設定温度を28

℃とし、「ノーネクタイ、ノー上着」など28℃の室温でも涼しく効率的に働くことが

できる「COOL BIZ（クール・ビズ）」を実施しました。秋冬に向けては、20℃の室温

設定で暖房に頼り過ぎず、働きやすく暖かく格好良いビジネススタイル「WARM BIZ

（ウオーム・ビズ）」を提唱します。 

ウオーム・
ビズ 
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平成18年度 入札（見積）参加申請追加受付について 

平成18年度分から されます。 

　 税金（所得割額部分）に対する定率減税が 
　 2分の1に見直し  
　  平成17年度分以前…税額の15％相当額（限度額4万円） 

� 
　  平成18年度分………税額の7.5％相当額（限度額2万円） 

　 公的年金等に係る雑所得の算出方法の見直し 
　  年齢65歳以上の方について公的年金等に係る雑所得の金額の算出の方法が変わります。 
　  変更は下表のとおりとなります。 

　 非課税措置の段階的廃止  
年齢65歳以上の方のうち前年の所得合計金額が125万円以下の場合、村県民税は非課税とされて
いました。この措置が来年度から段階的に廃止され課税の対象とされることになります。 
●平成17年1月1日において65歳以上の方で、前年の所得合計金額が125万円以下の方の経過措置 

　 老年者控除の廃止 
 
年齢が65歳以上で、合計所得金額が1,000
万円以下の方に適用されていた老年者控除（控
除額48万円）が廃止 

17年度まで…非課税 
　　　� 
18年度…所得割及び均等割の合計額の1/3を課税 
　　　� 
19年度…所得割及び均等割の合計額の2/3を課税 
　　　� 
20年度から…全額課税対象 

（注）65歳以上の方で寡婦（寡夫）の対象となる方や障害手帳の
交付を受けている方については、前年の所得合計金額が
125万円以下の場合、村県民税は非課税となります。（た
だし、寡婦（寡夫）非課税や障害者非課税の適用を受ける
には、申告していただく必要がありますので御注意ください。）  

●そのため今まで申告していただかなくてもよかっ
た方についても、来年度分からは必ず申告してい
ただく必要があります。 

　平成18年度に上田市が発注する建設工事・建
設コンサルタント業務と、市が購入する物品、役
務・業務委託の入札（見積）に参加を希望される
かたは「入札（見積）参加願」を提出してくださ
い。今回申請されますと平成18年4月1日から平
成19年3月31日まで、1年間有効となります。 
　なお、上田市、丸子町、真田町、武石村におい
て、平成17年度入札(見積)参加資格者となってい
る方は、今回は提出の必要がありません。 

▽受付期間　1月4日（水）から20日（金）まで。 
　　　　　　郵送の場合は1月20日消印有効。 
▽受付場所　上田市管財課窓口（市役所西庁舎2階） 
▽そ の 他 
　募集要項・申請書類等は、管財課窓口で配布しています。 
　また、上田市のホームページ 
　（URL:http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/̃cityueda/ 
　  divisions/kanzaika/index.shj）に掲載していますので、 
　プリントアウトしてご利用ください。 

詳しくは役場住民課税務係へお問い合わせください……TEL85-2827

※65歳未満であるかどうかの判定は、その年の12月31日の年齢によります。 
 （注1）年齢が65歳未満の方に対する公的年金等に係る雑所得の算出方法は従前どおりです。 
 （注2）上記の表のとおり算定方法が変更になるため、今まで扶養の対象だった方でも扶養になれなくなる場合があります。 
　　　 （18年度分申告の場合、公的年金等の収入のみの方で、17年中の合計額が158万円以下の場合は扶養となることができます。） 

140万円まで 0 円 120万円まで 0円 

140万円超260万円未満 収入金額　　　－1,400,000円 120万円超330万円未満 収入金額－1,200,000円 

260万円以上460万円未満 収入金額×0.75－   750,000円 330万円以上410万円未満 収入金額×0.75－  375,000円 

460万円以上820万円未満 収入金額×0.85－1,210,000円 410万円以上770万円未満 収入金額×0.85－  785,000円 

820万円以上 収入金額×0.95－2,030,000円 770万円以上 収入金額×0.95－1,555,000円 

平成17年度分以前 18年度分以降 

公的年金等の収入金額の合計額 公的年金等に係る雑所得の金 公的年金等の収入金額の合計額 公的年金等に係る雑所得の金額 

 

（最低控除額） 
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